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研究成果の概要（和文）：本研究は、瀬戸内芸術祭の訪問者に関する現地アンケート調査に基づいて、現代アー
ト作品が本来備えている「異化効果」＝「日常性に疑問を投げかけ、感情的同化ではなく日常性を批判的に観察
させる効果」を中心に、芸術祭の訪問者がどのようにアート作品を評価するか、アート作品の訪問者に与えるア
レゴリー効果を明らかにした。１）産業廃棄物の経験のある豊島調査では、窪地上の公園（コロガル公園)が多
くの訪問者に産業廃棄問題を連想させた。また２）ハンセン病施設の島、大島での調査において、島の訪問前と
訪問後に連想ネットワークを採取した結果から、ハンセン病問題理解の広がりと深化といった認知構造変化を確
認することができた。

研究成果の概要（英文）：Contemporary art has a unique power that exercises over spectators in 
various ways. This research sociologically studied how such power could be exercised. Effects of 
artworks on spectators such as “alienation effect” and “allegorical impulse” were explored by 
questionnaires conducted in two islands of Setouchi Triennale 2019, Teshima and Ohshima. 1) In 
Teshima Island, where residents once had experienced illegal industrial waste dumping, we explored 
how spectators viewed and understood the exhibited artworks on the island. We found that the artists
 presented artworks using “allegorical impulse” through which spectators could indirectly 
understand the problem of industrial waste in another way. 2) In Ohshima Island, where Hansen’s 
disease patients had been segregated for a long time, we detected “alienation effect” of artworks 
using comparative network analysis on spectators’ cognitive structures between before and after 
they visited the island. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
コロナ禍によってアート・フェスティバルの中止が相次ぎ、アーチストの活動が制限され、アート活動が停滞せ
ざるを得ない昨今で、現代アートは大きな役割を果たしうる。つまり社会問題を可視化し、閉塞した社会に風穴
を開けたり、新しい日常にむけての価値観の構造転換をもたらしうる。この研究はそのような現代アート作品の
効果を実証的に示すことでその可能性を示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
アート・プロジェクトとは、「現代美術を中心に、1990 年代以降日本各地で展開されている共

創的芸術活動であり、作品展示にとどまらず、同時代の社会の中に入りこんで、個別の社会的事
象と関わりながら展開される。既存の回路とは異なる接続／接触のきっかけとなることで、新た
な芸術的／社会的文脈を創出する活動」であるとされ、近年様々なレベルで研究されている。ア
ート・プロジェクトは、地域社会というマクロレベルにおいては、地域活性化のために地方自治
体と地域経済主体が関与する特殊な公共事業と考えられ、地域コミュニティレベルの社会現象
として研究される。そこではアート・プロジェクトによる地域社会の変容、地域再生が焦点とな
り、経済波及効果や交流人口の増加といった経済社会効果が測定されている。 
 他方ミクロな個人行動のレベルにおいては、アート・プロジェクトはアート・フェスティバル
というイベントや野外展示に興味・関心をよせ、実際に訪問し、地域を巡ってアート作品を鑑賞
する人々の観光行動として捉えられる。これらのプロセスは観光行動の態度変容プロセス「認知
⇒興味⇒欲求⇒動機⇒訪問(観光)⇒再訪問⇒推奨」という行動連鎖としてとらえることができ
る。しかしこのようなマーケティングモデルでは、現代アートの持つ効果の一つである「異化効
果（日常性に疑問を投げかけ、日常性を批判的に観察させる効果）」が無視され、アート・フェ
スティバルの効果は「再びアート・フェスティバルを訪れたいという欲望を引き起こす」自己循
環過程に解消されてしまう。個人の価値観を批判的に転換し、社会変革へと突き動かす現代アー
トの強力なパワーの源である「異化効果」に注目することは文化活動でもあるアート・ツーリズ
ムの本質を理解する上で新たな視点を提供することに直結する。このような効果を、地域問題を
可視化するアート・プロジェクトの中核ダイナミズムとしてとらえ直す必要がある。このような
社会学課題に対して、社会ネットワーク分析は強力な分析枠組みを提供する。 
 
 
 
２．研究の目的 
 

本研究の目的は、アートが本来持つ「日常性に疑問を投げかけ、感情的同化ではなく日常性を
批判的に観察させる効果」＝「異化効果」を観光学なアート・プロジェクト研究の中核に位置付
け、計量的な「文化論的展開」を試みることである。つまり本研究の学術的な独自性は、現代ア
ートによる「異化効果」を操作化
し、アートサイト訪問、作品鑑賞
による観光客の認知レベルの変
化を実証的に明らかにする点に
ある（図 1）。具体的には、アート
サイト訪問前と後の観光客サン
プルの抽出によりアートサイト
に関するコンセプトマップでと
らえた認知ネットワーク構造の
変化を測定することである。 
 

図 1 本研究の目的 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）豊島調査：アート作品と産業廃棄物問題との関係を探る 
 
瀬戸内国際芸術祭 2019 の夏会期期間中にベースとなる小豆島から豊島に渡るフェリー、小豆

島から高松港へのフェリー上において、訪問者（観光客、地元民）に対して、図２のような調査
場を作成し、①観光客なのか地元民か、出身地と現在居住地②産業廃棄物への知識、問題意識が
あるのか、ないのか。③写真による作品の選択３つとその理由④現代アートに関する考え方を尋
ねた。 
この豊島調査では居住地やアートの意味に関する調査に加えて、写真誘導法という写真で回

答を誘導する調査を小豆島から豊島に渡るフェリー船上で行い、豊島展示の全アート作品の公
式写真一覧から「産廃問題」を連想させる作品を選ばせた。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 豊島調査の調査票 
 
 
（２）大島調査：アート作品とハンセン病問題との関係を探る 
 
瀬戸内国際芸術祭 2019 の秋会

期期間中（11月）には、オランダ
の著名なアーチストであるクリ
スティアン・バスティアンが大島
に映像インスタレーションを展
示し話題となっていた。また青松
園にはハンセン病や施設をテー
マとする数々の生々しい作品が
展示されていた。 
そこで高松港から大島（青松

園）行きのフェリー乗船時にラン
ダムに調査票を配布し、大島訪問
を経て高松港に帰港時に回収し
た。調査では、図 3のように、ハ
ンセン病と大島青松園の 2 つを
起点とし、概念、キーワード、感
情などを発散的に 3 段階まで連
想してもらい、図に記入してもらっ
た。 
 

図 3 連想ネットワーク記入フォーマット 



 
 

 
 
 
４．研究成果 
 
（１）豊島調査研究成果 
豊島の 17 のアート作品の 1 豊島愛ランドスケープ；2 豊島横尾館；3 針工場；4 ウミトタ；5

豊島シーウォールハウス；6コロガル公園；7トムナフーリ；8空の粒子；9あなたの最初の色；
10 島キッチン；11ストーム・ハウス；12ささやきの森；13豊島美術館；14 勝者はいない-マル
チ・バスケットボール；15 心臓音のアーカイブ；16 豊島八百万ラボ；17 遠い記憶、であるが、
このうち、豊島の地域問題をテーマとしているのは大竹伸朗による作品３「針工場」塩田千春の
旧「遠い記憶」の新作バージョンの作品 17ある。これに加わった新作「コロガル公園」（作品 6）
は評価が定まっていない状態だった（写真 1）。 

 

 
写真１ 産業廃棄物問題を連想させた代表的作品 

 
図 4 でまとめられたように、調査の結果（全回答者 160 人、商用訪問者 17人を除く）、地元

民（78 人）と観光客 (65 人)では明らかに異なる作品の選択分布が見られた。地元民では作品 6
と 17 に分かれる傾向が見られたが、（ガイドブックである程度作品を学んでいる）観光客では作
品 6の選択は多くなく、地元民で少ない作品 3の選択が多かった。作品 17 は、住民、観光客と
もに廃材やゴミのイメージから選択されていた。 
 
観光客と産業廃棄問題への関与度の高い地元民の間に大きな作品選択のパターンの違いが見

い出せた。選択理由の分析から、地元民では作品 6の「コロガル公園」の窪んだ形状が産業廃棄
物場を直接的に連想させることで多くの選択を集めたことが分かった。他方観光客でも作品の
「土っぽさ」「ゴタゴタ感」が作品６の選択を促したことがわかった。この作品の作者のインタ
ービューから「遊び場」として仕上げた作品の隠された意図としては産業廃棄物現場を意識して
いたことを確認している。これは子供のマルチメディア体験場として山口情報芸術センターの
屋内施設を豊島では野外に作成したものであり、産廃問題に関して、調査者の介入によって、ア
プロプリエーション／サイト・スペシフィシティ／非永続性／集積／異種混淆化といった手法
でアレゴリー効果を訪問者に与えているのである。 
しかしながら台風接近により調査の中断を余儀なくされ、サンプル数が少ないまま終了した。

さらなる追加調査を 20年に予定していたが、コロナ禍で中止を余儀なくされた。 
 

 
図 4 産業廃棄物を連想させる作品の選択パターン（横軸は作品番号、縦軸は選択数） 

 



 
２）大島調査研究成果 
 すべての連想イメージは、ネッ
トワークとして可視化された（図
5）。大島青松園訪問前の連想イメ
ージは、図 5上のように断片的な
ものも多く、大島青松園とハンセ
ン病からの距離2の連想に留まっ
ていたが、大島青松園訪問前の連
想イメージは図5下のように距離
４まで広がっていた。また訪問前
のエッジ数は 251、ノード数は
198、訪問後のエッジ数は 315、ノ
ード数は234であり訪問後では明
らかに連想イメージは膨らんで
いる。内容をやや詳細にみると、
訪問前後とも「隔離」や「差別」
の連想が強く、「ハンセン病―隔
離―差別」のネガティブな「トラ
イアングル」が核を形成している
が、訪問後では訪問前にはなかっ
たような「安心」や「安全」、「未
来」といったプラスの言葉が出現
する。また現地での作品鑑賞や説
明によって「文化賞受賞者が差別
して閉じ込めていた」や、「法律が
最近改善された」などの具体的な
連想も出現する。また「伝染」や
「感染」の言葉が訪問前より訪問
後では減り、訪問後は「今は治せ
る病気」や「うつるといわれてい
たがうつりづらい」といったポジ
ティブな表現も出現する。これは
ハンセン病への理解が具体的に
深まったことを裏付けている。こ
れは「異化効果（日常性に疑問を
投げかけ、日常性を批判的に観察
させる効果）」が働いていること
を意味する。 
   
この調査により、今回の研究の最も重要な目的であるアートサイト訪問前後の鑑賞者に関して

認知ネットワーク構造変化を測定することができた。しかし、これは十分なサンプル数とは言え
ず、さらなる追加調査を 20 年に予定していたが、コロナ禍で中止を余儀なくされた。 
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図 5 ハンセン病と大島青松園からの連想ネットワーク
（上・訪問前、下・訪問後） 
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